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1. はじめに 

2020 年 2 月 13 日、新型コロナウイルス感染症に関する

緊急対応策が発表された（首相官邸）[1]。授業開始に際し

ての対応状況について、文部科学省の調査（2020 年４月

23日 16時 00分時点[2]）では、全体の約９割の大学等にお

いて、学生を集めて行う通常の授業の開始時期を延期して

いる。例年通りの時期に実施するとしている大学等でも、

ほとんどが、遠隔授業の実施を決定または検討していた。 

文部科学省は、新型コロナウイルスへ対応への取り組み

以前から、“高等教育における ICT 活用や遠隔教育”を、

次のような目的で推進していた[3]。 

i)   ICTの活用による生涯を通じた学習機会の提供 

ii) 学生が主体的に学修するアクティブ・ラーニング

への展開 

iii) 教育の質向上や大学の知の国内外への発信 

iv) AI時代に対応できる能力 

放送大学では、遠隔授業（オンライン授業）について、

「インターネットに接続されたパソコン等を使い受講する。

講義を視聴し課題（選択式問題、レポート、ディスカッシ

ョン等）に取り組む。課題を提出することで成績評価を行

うため、通信指導や学習センターで行う単位認定試験はな

い（一部科目は単位認定試験を行う）。自宅や職場等イン

ターネット環境があれば場所や時間に縛られることなく自

分のペースで学ぶことができる。」と HP で説明されてい

る[4]。 

大学設置基準等の法令では、遠隔授業とは、 

i)  同時双方向型（テレビ会議方式等） 

ii) オンデマンド型（インターネット配信方式等） 

とされている[5、6]。 

また、文部科学省通知では、新型コロナウイルスへの対

応における遠隔授業の方針や弾力的運用について言及され

ている[7]。2020年 6月 1日時点で授業を実施との回答のあ

った大学等のうち約 6 割では、面接授業ではなく遠隔授業

が実施されている。面接授業と遠隔授業を併用している大

学等は約 3 割、感染拡大の防止に配慮しつつ、学生の通学

による面接授業の実施の大学等は約１割である（6 月 1 日

時点で授業を実施と回答した学校数（1066 校）を母数とし

た数値）[8]。 

対面授業（文部科学省では“面接授業”と称し、同省の

引用では“面接授業”を使用するが、本稿では“教員と学

生が直接対面する授業”ということで“対面授業”を用い

る）しか経験のない教員や学生に対し、「すべて遠隔授業

あるいはできるだけ遠隔授業で」という現状についてまと

め、混乱状態・試行錯誤状態についても整理・検討するこ

とは、今後の ICT化推進において有意義である。 

そこで、本稿は、第 2 章は同時双方向型、第 3 章はオン

デマンド型授業、第 4 章は学生の反応と教員から学生への

対応、第 5 章は実技系、実験系、実習系、卒論等のゼミ等

のオンライン化が容易ではない授業への対応について検討

した。 

さらに技術面の検討だけでなく、第 6 章では、遠隔授業

実施による学生・教員の精神面への影響・対処法について

も現状をまとめ考察を行った。 

2. 同時双方向型 

テレビ会議システム等を活用して参加者全員が同時にオ

ンラインにアクセスし、リアルタイムかつ双方向で遠隔で

学習する授業である。例えば、マイクロソフトが提供する

「Microsoft Teams」[9]や「Skype」[10]、ズーム・ビデオ・

コミュニケーションズが運営する「zoom」[11]、シスコの

「Webex」[12]等が利用されている。 

演習科目、ゼミではこの方式を推奨する大学もあった。

一方、通信環境が整っていない学生がいるため、対面授業

の一部、または全面的な開始まで、同時双方向型をできる

だけ避けてほしいという大学もあった。 

プライバシーや学生の通信環境に配慮して、ビデオ機能

は止めて音声のみ、あるいは音声と適宜チャット機能等に

制限して授業を実施するように求める大学もあった。 

2.1 時間について 

放送大学では１コマあたり、講義が 45 分程度、課題解

答が 45 分程度を合わせた 90 分程度の授業（科目の特性に

より授業時間は異なる）としている [4]。Watanabe and 

Ikegaya[13]によると、人間の集中できる時間は 15分程度と

されている。 

また、学生が飽きてしまったり、途中で PC やスマート

フォンのそばから離れてしまう事例もあるため、5 分おき

にクイズ等を取り入れた工夫が必要と言われている[12]。 

2.2 チャット機能について 

 チャット機能を使うと、学生からの質問を受けることが

でき、双方向のやり取りが可能となる。対面授業での挙手

しての発言、または教員が促しての発言よりも、チャット

機能利用による発言は学生にとってハードルが低いようで

ある。少人数のゼミでは、チャット機能で学生同士が楽し

そうにディスカッションする状況が見られた。 

 インターネット上の電子掲示板や電子協働板での話し合

いは、リアルタイムではなく時間差があり、数週間かかっ

てもなかなか決まらなかった。一方、リアルタイムのチャ

ット機能では学生同士の結論が即時に出た事例があった。

リアルタイムのチャット機能では、音声での直接的なやり

取りとあまり変わらない速さで結論が導き出された。 

 また、チャットをテキスト保存しておくと、出席チェッ

クや復習、決定事項・結論の記録にも使用できる。 
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2.3 画面共有 

画面共有機能等を利用し、PC 画面を提示しながら双方

向型授業を行うと、対面での教室の授業よりも学生は理解

しやすいようである。ただし、スマートフォンしかない学

生にとっては、画面が小さいためわかりにくい部分もある。

文字を大きくするように教員へ指示を出した大学もある。 

 教員が事前に資料をアップロードしておき、学生に予習

を促し、画面共有して授業を行う手法がある。さらに、画

面共有と予習・復習を組み合わせる手法もある。 

 また、録画機能を用いて、授業でわからなかった部分を

復習、当日欠席者にはそれで学習してもらう手法もある。 

2.4 学生の反応 

教員にとっては慣れないオンラインシステムでも、学生

はオンラインネイティブともいえる環境にいるため、スム

ーズに対応できる学生が多かった。スマートフォンへのア

プリ導入の指示へも、学生はすぐに対応できたが、教員の

ほうがなかなか対応できない事例があった。 

同時双方型授業は、オンデマンド型授業よりも時間拘束

されるため、嫌がる学生も存在する。逆に、対人恐怖症、

体調不良等で対面授業ならば欠席多数の学生が、真っ先に

授業の場に入室した事例も多く、対面授業とは異なり安心

できる居場所となったのではないかと思われる。 

3. オンデマンド型授業 

オンデマンド型（非同期型）は、参加者が個別にオンラ

インにアクセスし、同時である必要はない。受講生は、教

員が予めアップロードしておいた資料（テキスト、動画、

ホームページへのリンク等）や教科書等を用いて個別に学

び、授業者が提示した課題に個別に取り組む。評価は提出

課題やオンラインの小テスト等で行う。教員は、必要に応

じて電子メールやチャットやテレビ会議システム等を用い

て学習を支援する。LMS（Learning Management System）

といわれる学習管理システムを用いる事が多い。例として、

Moodle[14] 、 Teams[9] 、 Google Classroom[15] 、 C-

learning[16]、UNIVERSAL PASSPORT[17]等がある。 

対面授業の代わりにオンデマンド型授業を行う場合は、

教材（映像や資料）を見せるだけでは不十分である。文部

科学省（2001）の通達において、「オンデマンド型の授業

での要件」として、「教室以外での実施において、教員や

指導補助者（TA）がインターネット等を介して、各授業

回終了後に設問解答、添削指導、質疑応答等による十分な

指導を行い、かつ、学生間の意見交換の機会を確保するこ

と。各回、設問解答の提示や添削指導、質疑応答等による

指導が必要となる。」とされている[18]。 

個別のフィードバックの方法にはメール等のほか、LMS

の機能も用いることができる。毎回個別にフィードバック

することが困難なほど人数の多い講義科目では、課題の解

答等の提示のほか、履修者全員が閲覧可能な機能の利用や

質問者だけに対応する機能を適宜活用するとよい。  

オンデマンド型授業として主に次の６つの方式が考えら

れ、実施されている。 

１）授業資料配信とレポート課題の組み合わせ 

２）授業資料配信と小テストの組み合わせ 

３）授業資料のオンラインストレージへのアップロードと、

レポート課題または小テストの組み合わせ 

４）動画のアップロードとレポート課題または小テストの

組み合わせ 

５）教科書とレポートまたはテストの組み合わせ 

６）URL を掲示してインターネット上の情報とレポートま

たは小テストの組み合わせ 

 以下にそれぞれの説明、利点、欠点、課題等を整理し検

討する。 

3.1 授業資料配信とレポート課題の組み合わせ 

授業資料とレポートをポータルサイト等を利用して学生

に配信し、レポート提出により出席の確認とする。レポー

トへのコメントや評価を付けて学生に個別に返却、または

全体へフィードバックする。同時に、対面授業に相当する

ように、双方向のやり取りとして学生からの質問を受け、

教員が回答するシステムは必要である。 

少人数の場合、教員も学生も授業展開がしやすい。教員

はレポートの課題を考えるだけなので、授業前準備は小テ

スト作成よりも比較的容易である。 

システムを利用すると課題提出の記録が残るので、学生

が提出したのに教員が受け取っていない、というトラブル

を避けることができる。メールソフトで課題を受け取る方

法は手軽だが、大学への入講禁止や在宅勤務が増えた状況

では、教員間及び教員職員間のメールのやり取りが増加し、

学生からのメール対応ができなくなってきた。1 科目 100

名を超える授業であれば、半期 15 回全部への対応となる

と教員側の負担が大きくなる。著者の場合、2020 年 5 月 6

日時点まで、406 名分のレポートを全科目毎回分をチェッ

クすることは、容易ではなかった。この状況ではオンライ

ン授業の準備や学生指導、大学業務、研究活動の時間が捻

出できなくなるため、オンライン授業期間の延長となった

時点で、演習科目ではない講義系はすべて小テスト方式に

切り替えた。 

また、学生にとっても履修科目すべてがレポート提出方

式であると締切までの時間が不足する。通信教育課程を設

置している大学では、通信教育で適切なレポートの分量は

「1科目 2週間で概ね A4用紙 1枚程度」としている。今回

のように、多数の科目で多数のレポート課題が出ると、対

応できなくなる学生が出てくる可能性がある。また、オン

ライン授業を受ける体制が整っていない学生もいるので、

締切の緩和が必要となる。大学によっては、課題が多すぎ

て学生が対応しきれない状況も出てきた。「課題が次から

次へと届くので、いつまでたっても終わらない」、「課題

が溜まってしまったらどこから手を付ければよいのかわか

らない」、「授業資料だけでは内容がよくわからないので

レポートが書きにくい」、「課題が多すぎて提出締切に間

に合わない」等の学生の声が届く事例があった。 

そのため、「学生から授業資料の質問を受けたらすぐに

全員へコメントを返す」、「課題のレベルを少し下げる」、

「課題の量を減らす」、「中間まとめの振り返りのような

授業を前期の半ばで取り入れる」、「クイズや小テストを

取り入れる」、「締切の延長」、「締切後でも提出可能と

する」のような工夫を、大学側から教員へ知らせる対応が

とられた。 

一方、保護者から「課題が簡単すぎる」、「動画や声が

出るパワーポイント資料が良い」という意見が寄せられる

大学があった。すべての学生にとって適切な課題量の把握

は、今後の課題といえる。 
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レポート提出機能に、LMS のシステムによってはテキス

ト入力による提出が可能なものがある。スマートフォンし

かない学生には取り組みやすい手法である。また、教員に

おいても、この機能を使うと 1 回の授業分の履修学生の全

てのレポート内容を、「テキストデータ」として一括して

取り出せる利点があり、個々のファイルの内容を一つ一つ

ダウンロードして確かめなくてもよく、効率的である。著

者も科目の特性にあわせて、適宜取り入れた。 

3.2 授業資料と小テストの組み合わせ 

授業資料と小テストをポータルサイト等を利用して学生

へ掲示し、小テストへの取り組みにより出席の確認とする。

対面授業に相当するように、3.1 と同様に、双方向のやり

取りとして学生からの質問を受け、教員が回答するシステ

ムは必要である。 

小テストの入力に手間と時間がかかるが、取り組み時間

の表示・採点・集計機能が付いている場合が多い。この自

動的な採点・集計システムの利用により教員の授業後の時

間が節約でき、節約分を他の回の授業準備に工面できる。 

多数の受講生、多数の科目の担当者の場合は、レポート

よりも小テストのほうが効率的と思われる。スマートフォ

ンしかない学生にとっては、「ボタンをポチポチ押すだけ

ならレポートより楽」という声があった。反面、手軽すぎ

て間違って終了ボタンを押してしまい、途中で小テストに

取り組めなくて困ってしまい教員へ連絡する学生もいた。 

3.3 授業資料のオンラインストレージへのアップロー
ドと、レポート課題または小テストの組み合わせ 

授業資料の容量が大きい場合はこの手法となる。容量が

大きい分だけ授業資料の内容も充実できる。例えば、語学

等で「教員の発音」をパワーポイントに入れたものや、パ

ワーポイントに音声の説明を入れたもの等、工夫されたも

のを授業に利用できる。 

通信環境が整っていない学生にとっては、利用しにくい

手法である。オンラインストレージまで行かなければなら

ないことを負担に感じる学生もいた。 

教員も LMS システムとは異なる場所にアップロードす

ることになり、手間がかかる。また、大学指定のオンライ

ンストレージに、容量の大きい資料のアップロードができ

ず、使いこなせない教員もいた。 

3.4 動画のアップロードとレポート課題または小テス
トの組み合わせ 

YouTube を利用して 15 分程度の動画をアップロードし

たり[19]、オンラインストレージに動画をアップしてその

URL を学生に配信する手法である。動画利用のため、双方

向ではないが学生は対面授業を受けている状況に近くなる。 

この手法は、動画の撮影及び編集、撮影場所、登場者の

肖像権等の検討項目がある。 

3.5 教科書とレポートまたはテストの組み合わせ 

教科書をあらかじめシラバスに指定した場合、授業日に

学習するページ数を指示できる。この場合、授業準備時間

は少なくてすむ。また、教科書の一部を提示して、それに

教員が補足説明を加えた授業資料を学生に提示する。これ

だけでは双方向の授業ではなく一方通行の授業となるため

自学自習をさせる工夫が必要である。そこで、レポートや

小テストを組み合わせる。2020 年度に限っては著作権を気

にしなくてよいが、今後は著作権に配慮する必要がある。 

 また、今年度に関しては、教科書会社等が HP に教科書

の一部や教材の一部を公開した事例もあった[20]。 

3.6 URLを掲示してインターネット上の情報とレポートま
たは小テストの組み合わせ 

インターネット上の最新情報を使い、学生に考えさせて

レポートを作成させる手法である。授業準備に比較的時間

がかからない。対面授業の際に、パワーポイントや配布資

料をあまり使わずに、板書とスピーチの授業を行っていた

教員が、採用した事例であった。 

欠点は、提出されたレポートチェックをメールでやり取

りすると、多人数・多数科目担当の教員は、負担が大きく

なることである。 

4. 学生の反応と教員から学生への対応 

ここでは学生への対応を以下のように分類する。 

１）WiFi環境がない学生への対応 

２）PC・タブレットを所有していない学生への対応 

３）プリンター環境への対応 

４）pdf化への対応 

５）レスポンスが遅い学生への対応 

６）対面授業で欠席しがちだった学生への対応 

4.1 WiFi環境がない学生への対応 

著者の履修学生で WiFi 環境がない学生は、アンケート

と自主申告を合わせると、2020年 5月 4日時点で A大学の

べ 225 名、実質 122 名中 15 名、B 大学 181 名中 12 名であ

る。WiFi 環境にない学生は、普段は WiFi 環境のあるコン

ビニエンスストアやインターネットカフェ、ファーストフ

ード店等を利用していたが、外出自粛期間ではそれが不可

能となり、また、授業の途中で音声が途切れる等の支障が

出てきた。音声が途切れると、授業内容がわからなくなる。

著者も会議で音声が不明瞭や途切れた場合は会議の内容を

把握できなくなった経験があり、WiFi 環境のない学生の

「不便な状況」が理解できる。 

通信環境に関しては、各大学からの支援、社会の動きに

より徐々に改善される可能性があるが、支援が学生に届く

前に授業が開始されていたので、学生に不利益がないよう

に著者は以下の配慮を行った。 

a) 通信容量を下げるため、動画、音声の入った授業

資料は通信環境が整うまで使用しない。 

b) 課題提出、小テストの締切に配慮する。成績集計

日を予め知らせて、本来の締切に遅れても大丈夫

と周知した後は、学生からの延長要望はなくなっ

た。 

c) 同時双方向型は講義系では利用しない。しかしな

がら、卒業研究の演習等のゼミでは、同時双方型

を利用しないと授業が成り立たないので使用する。 

2020年 6月 14日時点では、大学側は、モバイル WiFiル

ーター貸出、WiFi スペースや PC 教室の提供、特別奨学金

の創設等の支援を行っている。また、2020 年 6 月から徐々

に対面授業を段階的に増やす取り組みも出てきた。 
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4.2 PC・タブレットを所有していない学生への対応 

2020 年 5 月 4 日時点で、著者の履修学生においては、ア

ンケートと自主申告を合わせて A 大学 104 名中 30 名、B

大学 181 名中 23 名の学生が PCもタブレットも所有してい

なかった。担当科目によっては 80％以上の学生がスマート

フォンだけでオンライン授業に取り組んでいた。 

オンライン授業では、スマートフォンよりも PC または

タブレットの使用が望ましい。スマートフォンのみの授業

展開は、PC に比べ授業展開が容易ではなく、工夫が必要

になる。例えば、スマートフォンで利用できるパワーポイ

ントやワードのアプリは、PC に比較し一部の機能しか使

えないからである。 

これについては、大学側からの支援により徐々に改善さ

れている。現金支給や PC 貸出、PC 教室開放（事前届け出

による）等の支援対策である。経済的事情により現金支給

が生活費・学費等に使われた事例が見られた。 

教員側が工夫してもスマートフォンだけでは授業につい

ていけない学生がおり、教員が個別対応（電話でのやり取

り、個別呼び出し等）を行った。 

4.3 プリンター環境への対応 

PC が使えない環境にある学生に配慮し、pdf の課題を配

信し、学生が各自で印刷しそれに手書き記入で課題を作成

する手法をとった。すると自宅にプリンターがない学生も

いて、「印刷はどうするのか」という問題が出てきた。対

面授業の場合は、i)教員が予め配布資料を印刷し授業時に

渡す、ii)大学が入講禁止ではないため大学の設備を利用し

て、学生自身が大学のプリンターで授業前に印刷する、と

なっている。 

そこで、課題の印刷は、学生がスマートフォンに印刷用

アプリをダウンロードし、配信された pdf 等をコンビニエ

ンスストアの複合印刷機で印刷するように指示を出した。

学生は以前から写真の印刷等で利用していることもあり、

比較的スムーズに対応した事例が多かった。ただし、コン

ビニエンスストアによりアプリが異なるので、その情報を

学生へ知らせる必要があった。 

4.4 pdf化への対応 

A 大学の担当科目で、「印刷した授業課題に手書きで作

成したもの」を、学生がオンラインで提出する際に、「容

量制限」と「ファイルの数の制限」の問題が生じた。これ

は、スキャナーを持っている学生は多くなく、スマートフ

ォンで撮影し jpg ファイルで課題を提出しようとしたため

である。これらの対策として、スマートフォンを用いた

pdf 化を推奨した。「スマートフォンを使用して pdf 化が

可能なフリーのアプリ」[21、22]のまとめサイトの URL を

学生に提示すると、提出時の混乱は解決した。 

4.5 レスポンスが遅い学生への対応 

対面授業では出席状況が良いのにもかかわらず、オンラ

イン授業での対応が遅い学生、または、まったく授業課題

の配信そのものを見ていない学生がいた。 

対面授業やリアルタイムの双方向性授業であれば、出

席・欠席がほぼリアルタイムで判別できる。しかし、オン

デマンド型では、出欠の判別が課題や小テストの締切日と

なるため、授業への取り組み状況が悪い学生の抽出にタイ

ムラグが生じた。 

 レポートの提出日時や小テストの取り組み日時を調査す

ると、「課題が出た瞬間に早めに取り組む学生」と、「締

切間際にあわてて取り組んだり、締切の早いものから取り

組んで締切が遅いものをどんどん後回しにする学生」がい

て、「早めの対応」と「締切前に慌てる対応」の二極化の

傾向が見られた。この傾向は対面授業でも見受けられるが、

オンデマンド型ではさらにその差が大きくなっていた。教

員同士で情報交換すると、どの科目でも学生は同じ対応を

していることが分かった。「早めの対応」の学生はどの科

目でも早めに取り組み、「締切前に慌てる対応」の学生は

どの科目でもぎりぎりか遅れて対応していた。後者の学生

の意見は、「対面授業と異なり、次から次へと取り組むべ

き課題が届くので、追いつかない」、「対面授業では、た

だ教室で座っているだけでよいものもあったが、今回は毎

回何かをしなくてはいけないので大変」等であった。 

 教員だけでなく学務課等と連携して、大学全体で、学生

への対面授業時よりもきめ細かいサポートが必要となった。 

4.6 対面授業で欠席しがちだった学生への対応 

対面授業では身体面、精神面、経済的な状況等により欠

席しがちの学生が、当初慣れないオンライン授業に対応で

きるのかが懸念事項であった。 

しかしながら、そのような学生のほうがレスポンスが早

い事例がみられた。これは、普段から大学の授業へ出席し

ていないということは、在宅でスマートフォン等を手にし

ている時間が長いためと推測される。 

一方、やる気不足、アルバイト時間の過多、アルバイト

の終了時間が遅すぎる学生や、要支援で欠席しがちな学生

は、対面授業時と同様に、同時双方向型授業もオンデマン

ド型授業も取り組み状況が悪くなった。これらの学生に関

しては、教員間及び教員と学務課とが連携し、授業課題の

取り組み状況を情報交換して学生をサポートする体制をと

った。 

5. 実技系、実験系、実習系、卒論等のゼミ等のオ
ンライン化が容易ではない授業への対応 

実技系、演習系、実習系科目、卒論等のゼミ等は、オン

ラインで実施が難しい。そこで、集中講義にする大学もあ

る。通信課程を設置している大学では、「1 コマ 90 分授業

×15 回」の確保のために「1 日 90 分授業 5 コマ×3 日間」

で対応している実績により、以下の対策があった。 

  a) すべて集中講義（3日）  

b) 1/3 オンライン、残りは集中講義（2日）  

c)  2/3 オンライン、残りは集中講義（1日） 

また、後期に芸術系、体育系を移行させた大学もあった

[23]。 

文部科学省の 2020 年 5 月 1 日の通達[24]では、“実習・

実験・実技により行われる授業の弾力的な取扱い”につい

て、以下のように示した。 

i) 臨時休業等により大学等に通学できない期間は、可

能な限り面接授業に相当する教育効果を有する遠

隔授業等により代替する。 

ii) 面接授業が不可欠と判断するものについては、夏

季休業期間や後期授業期間、次年度以降に後ろ倒

しして対応する。 

iii) 通学が可能な場合は、地域の感染状況を踏まえな

がら、通勤時間帯を避けるために授業の開始時間
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の変更や、3 つの条件（換気の悪い密閉空間・多く

の人が密集・近距離での会話や発話）が重なるこ

とを徹底的に回避する対策を講じた授業の分散実

施等、感染リスクに十分配慮したうえで、実習等

の授業を実施する。 

2020 年 5 月 25 日には、新型コロナウイルス感染症緊急

事態解除宣言が出され、徐々に対面授業を一部開始した高

等教育機関が出てきた[25]。 

そこで、できる限り遠隔授業を実施しながら、ゼミ、実

験や調理実習、ピアノ等の音楽の実技、造形等の実技、学

外実習の事前指導等は、iii)の対策をとり、教室の定員の半

数以のクラス編成に変更した分散実施、実験台・実習台 1

台当たりの人数も絞って実施体制をとった。 

また、出版社もサポート体制を構築した事例があった。

例えば、教育出版社[26]、教育芸術社[27]、わかば社[23]等

であった。 

6. 学生や教員への精神的な支援 

6.1 学生への対応 

オンライン授業開始前では、オンライン授業に慣れてい

ない学生へ対する精神的な支援は、3 月末から大学側にお

いても学長からの提言、保健室からのお知らせ、心理学的

なサポート等が行われてきた。 

オンライン授業が始まると、普段は授業にあまり出席し

ない、在宅の学生のほうが、積極的にオンラインで質問を

教員にしてくる事例があった。逆に通常授業ではよく出席

していたが、オンライン授業になると音信不通のような事

例もあった。 

このような対面授業がないオンライン授業では、今まで

の対面授業では居場所がなかった学生にとって、自分の居

場所が見つかったのではないかと思われる。ただし、送信

時間を調べると、夜～真夜中が多かった。夜型のままで授

業を受けている状況は望ましい状況とは言えない。 

学生のほうが教員よりも情報機器の操作に慣れていたり、

慣れるのが早い事例が多く、対面授業からオンライン化に

移行するハードルは教員より低い傾向が見られた。 

6.2 教員への対応 

オンライン授業開始前は緊張感がありストレスを感じに

くかったが、オンライン授業開始 1 か月後あたりから、心

身共に不調を訴える教員が出始めた。また、自ら不調を訴

えなくても、顔色や言動が変わってきた教員も見受けられ

た。ストレスによる普段とは異なる言動の増加が増えた事

例もあった。 

オンライン授業への対応に対するストレスのほかに、考

えられる理由として、教員の体調不良、遠隔教育手法スキ

ル・理解不足、技術支援体制の不足等があげられる。また、

システムやコンテンツの作成・維持に係る人員の不足、予

算の不足、教職員のスキル・理解不足等も考えられる。 

対応として、オンライン授業手法の情報交換、LMS 等の

システムの導入・構築、教員一人当たりの担当科目の分担

の見直し、丁寧なサポート体制の構築、授業配信課題の共

通化等が考えられる。 

7. まとめ 

新型コロナウイルス感染防止に伴い、各大学では対面授

業からオンライン授業に変更された。その状況下での教員

及び学生の対応に着目し、検討、考察を行った。 

オンライン授業には、同時双方向型（同期型）とオンデ

マンド型（非同期型）があり、それぞれ現在の状況、利点、

欠点、実践方法、学生の学習環境、学生への対応等を整理、

検討し、今後の課題をまとめ、対応策を提示した。 

実技、実験、演習系科目では、オンデマンド授業実施は

容易ではなく、すべてオンライン化することへの変更は不

可能な状況であった。 

一方、講義系科目では、1)比較的容易、2)時間差ありだ

が学生対応も可能、3)小テスト等の自動採点機能の利用は、

後日返却するレポートよりもオンライン授業に向いている、

4)掲示板、チャット機能等は、普段対面授業を休みがちな

学生のほうが素早い反応を見せた事例もあった。 

オンライン授業は、使い方によっては学生及び教員の双

方に利点があるため、対面授業に戻った時もその良さを適

宜取り入れていくことが望まれる。 
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